
【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogle workspaceを活用しなが
ら考察し、構想、表現する授業実践（準備段階①ーA）

久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

単元名：地域の在り方

ねらい：様々な世代・立場の人々が暮らし、大きく変化しつつある栗橋
において、多くの視点をもとに身近な地域の持続可能性を探り、その
在り方について考察、構想し、表現させる。

①地域調査の手法において、地域を地理的に見る
視点（土地利用、高低差、交通、人の流れ、地域
の変遷）を養う。GISをスムーズに扱う技能を習得
することで位置や分布、空間的な規則性や傾向性
を可視化し、地域の特徴をつかむことができるよ
うになる技能を習得する。

②地域の在り方を意識して日本の諸地域の学習を
進める。その際、GISの活用を通して地理的な見
方・考え方が働くような課題に取り組む。生徒自
らが主体的にGISに触れ、より実践的な技能を習得
していくと共に地域の特色を地理的につかむ力を
養っていく。

①地域調査の手法 単元計画

第1時 地形図にや等高線に関する基礎・基本的な知識・
技能を習得する。

第2時 地理院地図使用。地域の変遷や他地域との繋がり
を確認する。

第3時 フィールドワークに出かけ、地理院地図を調べて
気づいた地域の特徴を自分の目で確かめる。

第4時 地理院地図、RESAS、Googleスプレッドシートを

活用し、地域の特徴を複数の視点（人口、交通、
時代ごとの変化、産業）をもとに、考察する。

RESASのマニュアル 地理院地図のマニュアル
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久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

・地域調査の手法において扱ったGIS

・地方自治体ごとの人口動態、産業構造などのビッグデータを調べることができるGIS

・年代・地域ごとの高低差や地形の特徴を調べることができるGIS

3Dマップ １Mごとの色別標高図で見た栗橋

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（準備段階①ーB）

・フィールドワーク後、単元のまとめとして作成した成果物（調査した内
容をスプレッドシートで共有し、考察し深めたものをまとめた。）



久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3 

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（実践段階①）

・地域の在り方 単元計画

第1時 ・グループの方針決定（①自然環境②人口と都市村落③産業④交通通信
の４つからテーマを決定し、学生、子育て世代、高齢者東京で勤務する
人、地域で働く人の中から考察対象を選ぶ）

第2～3時 ・自分たちの関心に合わせて、GISを活用し、地理情報を入手する。
・データから分かる栗橋の特徴や発生している現象をまとめる。
・栗橋の特徴について、背景や他地域との関連について考察する。

第4時 ・地域の課題を明確にした上で、「よりよい栗橋について」考察する。

第5時 ・久喜市市民調査の結果と、自分たちの調査結果を振り返り、「十分考
察できている点と不十分な点」を確認する。
・６時以降の再調査やスライドの完成に向け、調査すべきだと思う点に
ついて話し合い、方針を決定する。

第6～8時 ・再調査を実施する。（調査を通して何があればより良くなるか、どの
ような手だてがあれば課題を解決できるかについて考察していく。）
・自分たちの調査内容や市民調査の結果、再調査した内容を整理して、
Googleスライドを完成させていく。

第9～10時 ・スライド発表
・まとめの記入

第１時（班の方針決定）

班の方針を決めた後
は、自分たちの関心
に合わせてGISを活

用する。町の様子の
変遷や、変わらない
もの等について調査
を進めていく。
（第２時）



久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4 

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（実践段階②）

・地形、防災、人口の広が
り、年齢層、産業形態、交
通網の広がり、商業施設、
娯楽施設、教育、育児、時
代の変化といった視点から、
必要だと思うデータを収集
する。栗橋の特色やそれが
形成された背景、栗橋と相
互依存関係にあるものは何
か考察していく。
（第3時）

ここでは、東京都へのアク
セスが良いため、人口が流
出する傾向があるが、逆に
それを近郊農業やベッドタ
ウンとして活かすことはで
きないか。という考えにま
とめることができた。

・第３時までの活動を活かし、関東地方の時と同様に調査内容な
どをスプレッドシートに入力し、生徒全員が共有できるよう工夫
した。その後、現段階までの考察結果としてまとめたものを記述
した。（第４時）

・調査の結果、栗橋の人口が東京に流出していること。若者が興
味をもつ業種や施設が少ない事以外に、地域の文化や歴史などの
特色を知らないという課題をつかむことができている。これにつ
いては、「文化・歴史」を重視し、ハクレンジャンプを産業にで
きないか？というテーマで考察していた班に影響を受けたようで
ある。この班では、無理に都市化を進めず、栗橋の農地を活かし
て第6次産業を生み出すことで地域を活性化しようという考えに
至っている。



久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（実践段階③）

関ブロ久喜大会当日にて。これまでの系統だった学習を活
かし、生徒は自由にGISを使いこなし、主体的に情報にアク
セスしながら、再調査の方針を検討していった。

地理院地図の色別標高
図を1ｍ刻みで使用

地理院地図

RESAS

①市民調査の結果と自分たちの案
とを比べ、十分に検討できている
部分と不十分な点を明らかにする。

②栗橋の将来について「何をつく
れば良いか」「どんな支援策があ
れば良いか」という観点から検討
する。

③今後の再調査に向けた方針を決
定していく。



久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（Googleスライドにまとめる）

スライドを作成する際は、スライドを閲覧できる状態でクラスルームのストリームのコメント欄にリンクをコピーさせる。そうすることで、スライド
の保存と生徒全員の進捗状況を互いに参照しながら、学びを複線化し進めることができるよう工夫した。
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